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細胞の力学特性は、正常細胞とがん細胞の細胞診断の重要な指標の１つになると期待されている

[1]。正常細胞と疾患細胞を 1細胞レベルで力学的に識別するためには、同種の細胞にも存在する

細胞固有の大きな力学量のばらつきを考慮した診断技術が必要である。特に、1 細胞レベルの診

断精度を向上するには、同種の細胞間の力学量のばらつきが、正常細胞と疾患細胞の力学量の差

よりも小さくなるような計測条件の探索が課題となる。近年、細胞の局所領域の粘弾性（レオロ

ジー）を計測できる原子間力顕微鏡法（AFM : Atomic Force Microscopy）を用いて、細胞レオロジ

ー特性のばらつきに空間依存性が存在することが明らかになってきた [2]。この結果は、上記の計

測条件を満足できる最適な測定位置が存在する可能性を示唆するが、細胞レオロジー特性のばら

つきの詳細な空間依存性は不明のままである。本研究では、多重周波数 AFMフォースモジュレー

ション法[3]を用いて細胞レオロジーの空間依存性を調べた。一辺 30 µmの正方形状にマウス線維

芽細胞をパターン化し、2 µm間隔の AFMマッピング測定を行ったところ、貯蔵弾性率の比例係

数 G0および周波数のべき乗係数 αに顕著な空間依存性が存在し、それらのばらつきが細胞核周辺

部で減少することがわかった。(Fig.2) 当日は、正常細胞とがん細胞のレオロジー特性の空間依存

性についても報告する予定である。 
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